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東
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
古
今
伝
受
資
料
を

も
と
に
し
て
、
そ
の
内
容
と
形
式
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

は
古
今
伝
受
研
究
に
必
要
な
部
分
の
み
を
引
用
し
て
き
た
が
、「
常
縁
自
筆
」と
し

て
伝
わ
る
資
料
に
は
「
伊
勢
物
語
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
本

稿
で
は
『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
に
着
目
し
て
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
記
さ
れ

た
記
事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
　『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』

『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
は
、
三
条
西
実
隆
自
筆
資
料
を
細
川
幽
斎
が
書
写
し
、

さ
ら
に
智
仁
親
王
が
書
写
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
に
『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

書
名
か
ら
、
東
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
受
の
際
に
相
伝
さ
れ
た
資
料
と
さ
れ

て
き
た
。
同
書
の
祖
本
で
あ
る
三
条
西
実
隆
自
筆
本
は
早
稲
田
大
学
に
伝
わ
る
。

だ
が
、
同
書
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
内
容
は
古
今
伝
受
に
限
ら
な
い
。
表
紙
に

「
伊
勢
物
語
伝
受
之
事
」
と
記
し
た
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
（
同
書
解
題
に
よ
れ
ば
、

「
表
紙
右
上
の
綴
紙
捻
の
端
を
ほ
ぐ
し
て
「
伊
勢
物
語
伝
受
之
事
」
と
墨
書
」）
事

か
ら
も
明
か
な
通
り
、
伊
勢
物
語
伝
受
の
資
料
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
古
今
伝
受

の
誓
状
の
案
文
の
前
に
伊
勢
物
語
の
案
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
縁
自
筆
の
段
階

で
は
、
古
今
伝
受
と
同
様
に
伊
勢
物
語
伝
受
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
書
は
こ

れ
ま
で
、
東
常
縁
が
宗
祇
に
相
伝
し
た
古
今
伝
受
資
料
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た

が
、
東
常
縁
が
宗
祇
に
相
伝
し
た
段
階
で
は
、
古
今
伝
受
の
み
の
資
料
で
は
な
く
、

古
今
伝
受
と
伊
勢
物
語
伝
受
を
含
む
資
料
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』の
冒
頭
で
、
東
常
縁
は
宗
祇
に
対
し
て
誓
状
の
案
文
を

提
示
し
て
い
る
。
誓
状
は
弟
子
が
勝
手
に
起
草
す
る
の
で
は
な
く
、
師
か
ら
与
え

ら
れ
た
案
文
を
清
書
し
て
提
出
し
て
い
た
。
誓
状
案
文
は
、
実
隆
が
書
写
し
た
資

料
が
早
稲
田
大
学
に
伝
わ
る
。
東
常
縁
が
宗
祇
に
示
し
た
誓
状
案
文
は
し
ば
し
ば

引
用
し
て
き
た
が
、
古
今
伝
受
の
誓
状
案
文
の
前
に
「
伊
勢
物
語
伝
受
之
事
」
と

（
1
）

小

髙

道

子

古
今
伝
受
と
伊
勢
物
語
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―
『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
を
め
ぐ
っ
て

―
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一
〇

す
る
伊
勢
物
語
伝
受
の
誓
状
案
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ヲ
キ
テ
ノ
案　

常
縁
自
筆

　
　

伊
勢
物
語
伝
受
之
事

非
其
器
者
不
可
漏
脱
事

右
趣
若
有
違
背
之
事
者
可
背　

両
神
冥
助
者
也

同
前

古
今
伝
受
之
事
、
不
可
有
子
細
之
由
承
候
。
自
今
以
後
不
可
存
疎
略
儀
候
。

并
伝
受
之
説
々
不
可
有
令
旨
候
。
此
旨
私
曲
候
者

両
神
冥
助
ニ
可
背
候
。

（
以
下
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
縁
判

宗
祇
庵
主

こ
の
資
料
に
よ
り
、
東
常
縁
は
宗
祇
に
対
し
て
、
古
今
伝
受
と
と
も
に
伊
勢
物

語
伝
受
の
誓
状
案
文
を
準
備
し
て
宗
祇
に
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
常
縁

は
宗
祇
に
対
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
の
み
で
は
な
く
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
も
し

て
い
た
が
、
伊
勢
物
語
伝
受
の
誓
状
案
文
も
用
意
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
東

常
縁
と
し
て
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
み
な
ら
ず
、『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
も
伝

受
形
式
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
相
伝
人
数
分
量

相
伝
し
た
人
名
と
そ
の
分
量
を
記
し
た
部
分
は
「
古
今
相
伝
人
数
分
量
」
と
称

さ
れ
て
き
た
が
、
本
文
巻
頭
に
は
「
古
今
」
を
つ
け
ず
に
「
相
伝
人
数
并
分
量
等

之
事
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、「
大
坪
治
部
少
輔
」
の
項
に
は
「
伊
勢
物
語
伝
受
／
如

形
キ
カ
レ
畢
」
と
、
古
今
伝
受
で
は
な
く
、
伊
勢
物
語
伝
受
を
受
け
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
宗
祇
以
後
の
古
今
伝
受
資
料
は
伊
勢
物
語
伝
受
に
つ
い
て
記
述
す

る
こ
と
は
な
く
古
今
伝
受
の
み
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
伊
勢
物
語
』

の
聞
書
は
伝
わ
る
が
、
古
今
伝
受
資
料
の
中
に
、
伊
勢
物
語
伝
受
と
し
て
の
誓
状

や
講
釈
聞
書
・
切
紙
・
証
明
状
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

宗
祇
以
後
に
つ
い
て
は
古
今
伝
受
の
み
が
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
東
常
縁
自
身
は

宗
祇
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
門
弟
に
対
し
て
伊
勢
物
語
伝
受
も
行
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

常
縁
自
筆

　

相
伝
人
数
并
分
量
等
之
事

竹
影
斎　
　

素
暁
ト
号

　

桂
子
蔵
主　
　

御
抄
説　
　

十
ノ
物
七

大
坪
治
部
少
輔　
　

本
名
村
上

　

基
清　

伊
勢
物
語
伝
受

　
　
　
　

如
形
キ
カ
レ
畢　
　
　
　
　
　
　
　

十
ノ
物
六

日
置
式
部
丞

　

胤
道　
　
　
　

御
抄
説　
　

十
ノ
物
四

浄
土
宗

　

宗
順　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

十
ノ
物
六
半

　

信
秀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
ノ
物
前
ニ
同
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一
一

　
　
　
　

文
明
九
年
四
月
五
日

三
　
古
今
伝
受
と
伊
勢
物
語
伝
受

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
通
り
、
常
縁
自
筆
と
し
て
継
承
さ
れ
た
資
料
に
は
、
古
今

伝
受
の
み
な
ら
ず
伊
勢
物
語
伝
受
に
つ
い
て
の
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、

『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』に
見
ら
れ
る
伊
勢
物
語
伝
受
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
他
の

古
今
伝
受
資
料
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
宗
祇
か
ら
門
弟
に
伝
え
ら
れ
た

三
流
の
古
今
切
紙
に
は
、
伊
勢
物
語
の
切
紙
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
常
縁
の
古
今

伝
受
・
伊
勢
物
語
伝
受
を
継
承
し
た
宗
祇
が
門
弟
に
伝
え
た
資
料
は
、
そ
の
大
半

が
古
今
伝
受
資
料
で
あ
る
。
古
今
伝
受
に
お
い
て
、
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝

受
に
お
い
て
相
伝
形
式
が
成
立
し
た
と
推
定
で
き
る
が
、
同
時
に
宗
祇
が
継
承
し

た
と
推
定
さ
れ
る
伊
勢
物
語
伝
受
に
つ
い
て
の
相
伝
形
式
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
想
像
を
逞
し
く
す
る
と
、
常
縁
か
ら
伊
勢
物
語
伝
受
・
古

今
伝
受
を
受
け
た
宗
祇
が
、
自
ら
相
伝
す
る
秘
伝
と
し
て
古
今
伝
受
を
選
び
、
古

今
伝
受
の
相
伝
形
式
を
整
え
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注（
1
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。
引
用
は
『
中
世
歌
書
集
』
に
よ
る
。


